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幼
児
の
身
体
お
よ
び
心
理
・
行
動
に

関
す
る
研
究

New Research
　

最
近
、
子
ど
も
の
心
と
体
の
問
題
に
つ

い
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
た
と

え
ば
、「
わ
が
ま
ま
」「
自
己
中
心
的
」
と

い
っ
た
性
格
の
問
題
の
場
合
も
あ
れ
ば
、

「
注
意
力
が
な
い
」「
衝
動
的
」
と
い
っ
た

軽
度
発
達
障
害
児
の
特
徴
が
あ
る
と
も
い

わ
れ
る
。

　

一
方
で
、
子
ど
も
の
身
体
面
の
問
題
と

し
て「
姿
勢
が
悪
い
」「
疲
れ
や
す
い
」「
転

ん
だ
と
き
に
手
が
出
な
い
」
と
い
っ
た
身

体
機
能
の
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

本
研
究
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て

定
量
的
に
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
従
来
の

よ
う
に
心
と
体
の
問
題
を
別
個
に
検
討
す

る
の
で
は
な
く
、
相
互
に
関
連
す
る
問
題

と
し
て
捉
え
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
背
後
に

あ
る
要
因
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
っ
た
（「
健
康
心
理
学

研
究
」
第
23
巻
第
１
号
参
照
）。

　

研
究
１
で
は
、
関
東
の
私
立
幼
稚
園
８

園
に
勤
務
す
る
幼
稚
園
教
諭
66
名
を
対
象

に
調
査
を
行
っ
た
。
各
教
諭
に
対
し
て
、

担
当
す
る
ク
ラ
ス
の
幼
児
の
身
体
面
お
よ

び
心
理
・
行
動
面
の
問
題
と
し
て
感
じ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
自
由
記
述
で
評
定
を
求

め
た
。

　

調
査
対
象
と
な
っ
た
園
児
の
内
訳
は
、

３
歳
児
４
８
１
名
、
４
歳
児
４
１
１
名
、

５
歳
児
４
１
８
名
、
４
・
５
歳
児
混
合
ク

ラ
ス
３
２
４
名
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
身
体
面
に
つ
い
て
は
、「
疲

れ
や
す
い
」「
す
ぐ
体
の
不
調
を
訴
え
る
」

「
虫
歯
が
あ
る
」「
ア
レ
ル
ギ
ー
が
増
え
た
」

と
い
っ
た
、
身
体
的
な
不
調
の
問
題
が
多

く
現
れ
た
。
ま
た
、「
き
ち
ん
と
椅
子
に

座
れ
な
い
」「
体
力
の
低
下
」「
寝
転
が
っ

て
遊
ぶ
」「
姿
勢
が
悪
い
」
と
い
っ
た
、

体
力
の
低
下
の
問
題
も
上
位
に
挙
が
っ
た
。

さ
ら
に
、「
転
ん
だ
と
き
に
手
が
出
な
い
」

「
す
ぐ
に
転
ぶ
」
な
ど
、
反
射
的
な
防
御

反
応
が
鈍
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　

一
方
、
心
理
・
行
動
面
に
つ
い
て
は
、

「
攻
撃
的
」「
す
ぐ
に
泣
く
」「
身
の
回
り

の
こ
と
が
で
き
な
い
」「
集
中
力
に
欠
け

る
」「
な
ん
で
も
確
認
し
て
か
ら
行
動
す

る
」「
落
ち
着
き
が
な
い
」
と
い
っ
た
、

軽
度
発
達
障
害
児
に
該
当
す
る
も
の
が
多

く
挙
げ
ら
れ
た
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
症
状
に
関
し
て
は

特
に
病
理
的
な
も
の
で
は
な
く
、
性
格
や

発
達
過
程
上
の
正
常
範
囲
内
で
の
問
題
で

あ
る
と
思
わ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、「
好
き
嫌
い
が
多
い
」
と
い

っ
た
食
の
問
題
や
、「
自
分
勝
手
」「
自
分

の
こ
と
は
棚
に
上
げ
、
他
人
の
悪
口
を
言

う
」
と
い
っ
た
、
自
己
中
心
的
な
関
わ
り

が
多
か
っ
た
。
ま
た
、「
多
少
の
こ
と
で

す
ぐ
休
む
」「
少
し
の
怪
我
で
も
気
に
す

る
」
の
よ
う
に
、
瑣
末
な
こ
と
に
こ
だ
わ

り
、
そ
れ
を
大
袈
裟
に
捉
え
て
表
現
す
る

傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　

研
究
２
で
は
、
園
児
の
心
身
の
問
題
の

背
後
に
あ
る
要
因
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、

そ
れ
ら
の
要
因
間
の
関
連
に
つ
い
て
明
ら

か
に
す
る
目
的
で
、
東
京
都
内
の
保
育
所

の
３
、
４
歳
児
ク
ラ
ス
に
子
ど
も
を
通
園

さ
せ
て
い
る
養
育
者
２
５
３
名
を
対
象
に

調
査
を
行
っ
た
。

　

質
問
は
研
究
１
の
結
果
か
ら
得
ら
れ
た

身
体
面
お
よ
び
心
理
・
行
動
面
の
問
題
の
、

該
当
人
数
が
10
名
以
上
の
項
目
を
、
質
問

形
式
に
し
て
用
い
た
。

　

心
身
の
問
題
の
背
後
に
あ
る
潜
在
因
子

に
つ
い
て
分
析
し
た
結
果
、
身
体
面
の
第

１
因
子
は
、「
す
ぐ
に
体
の
不
調
を
訴
え

る
」「
疲
れ
や
す
い
」「
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ

る
」
の
３
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
、「
身
体

の
不
調
」
と
命
名
さ
れ
た
。
第
２
因
子
は

「
き
ち
ん
と
椅
子
に
座
れ
な
い
」「
転
ん
だ

と
き
に
手
が
出
な
い
」「
す
ぐ
に
転
ぶ
」

の
３
項
目
で
「
身
体
制
御
の
問
題
」
と
命

名
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
筋
・
骨
格
系
の

問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
項
目
の

内
容
か
ら
、「
き
ち
ん
と
椅
子
に
座
れ
な

い
」
と
い
っ
た
「
姿
勢
の
制
御
」
の
問
題

と
、「
転
ん
だ
と
き
に
手
が
出
な
い
」
と

い
っ
た
「
敏
捷
性
」
に
関
す
る
問
題
が
含

ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
心
理
・
行
動
面
で
は
、
第
１
因

子
は
「
自
分
の
こ
と
は
棚
に
上
げ
、
他
人

の
悪
口
を
言
う
」「
自
分
勝
手
だ
」
の
２

項
目
か
ら
構
成
さ
れ
、「
自
己
中
心
的
」

と
命
名
さ
れ
た
。
第
２
因
子
は
「
集
中
力

に
欠
け
る
」「
あ
き
ら
め
が
早
い
」
の
２

項
目
か
ら
構
成
さ
れ
、「
意
欲
の
欠
如
」

と
命
名
さ
れ
た
。

　

第
３
因
子
は
、「
何
で
も
確
認
し
て
か

ら
行
動
す
る
」「
少
し
の
怪
我
で
も
気
に

す
る
」
の
２
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
、「
強

迫
的
傾
向
」
と
命
名
さ
れ
た
。
第
４
因
子

は
「
食
べ
物
を
粗
末
に
す
る
」「
好
き
嫌

い
が
多
い
」
の
２
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
、

「
食
の
問
題
」
と
命
名
さ
れ
た
。

　

次
に
、
身
体
面
の
問
題
と
心
理
・
行
動

面
の
問
題
の
背
景
に
あ
る
因
子
相
互
の
関

連
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
食
の
問
題

は
身
体
の
不
調
の
原
因
と
な
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
身
体
の
不
調
が
強
迫
的
傾
向
の
原

因
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
身
体
制
御
の
問
題
と
食
の
問
題

の
間
に
関
連
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
食
の

問
題
が
身
体
制
御
の
問
題
の
直
接
的
な
原

因
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
、
あ
る
い
は
生

活
様
式
の
変
化
と
い
っ
た
何
ら
か
の
変
数

が
第
三
の
要
因
と
な
り
、
そ
れ
が
食
の
問

題
と
身
体
制
御
の
問
題
の
両
者
の
原
因
に

な
っ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
に
本
研
究
の
問
題
で
あ
る
が
、
本

研
究
で
得
ら
れ
た
各
項
目
は
、
複
数
の
保

育
士
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
各
々
の
問
題
に

つ
い
て
総
計
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
あ
る

程
度
の
客
観
性
は
保
た
れ
て
い
る
と
は
い

え
、
保
育
士
が
主
観
的
に
感
じ
る
園
児
の

心
身
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
客
観

的
で
定
量
的
な
指
標
を
用
い
た
と
し
て
も
、

そ
れ
ら
の
問
題
が
同
じ
よ
う
に
捉
え
ら
れ

る
の
か
、
議
論
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

山口創氏の連絡先　　y-hajime@obirin.ac.jp
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一
過
性
運
動
実
施
に
伴
う
感
情
お
よ
び

心
臓
血
管
反
応
の
時
系
列
的
変
化
と

そ
の
関
係

　

比
較
的
強
度
の
高
い
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ

の
実
践
に
関
す
る
研
究
が
従
来
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
一
方
で
、
短
時
間
で
簡
便
に
実

施
で
き
る
一
過
性
運
動
の
効
果
も
ま
た
注

目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
や
家
庭
用
の
健
康
器
具
を
用
い

た
、
簡
便
か
つ
軽
度
〜
中
等
度
強
度
の
運

動
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
場
所
や
時
間

帯
の
制
約
が
少
な
い
た
め
、
有
効
的
で
あ

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

最
近
の
研
究
で
は
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
を

用
い
た
中
等
度
強
度
の
一
過
性
運
動
は
、

禁
煙
に
伴
う
い
ら
い
ら
感
、
喫
煙
へ
の
切

望
を
軽
減
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
短
時
間
で
あ

っ
て
も
高
揚
感
（
わ
く
わ
く
し
た
、
胸
躍

る
な
ど
）
や
落
ち
着
き
感
（
安
心
し
た
、

落
ち
着
い
た
な
ど
）
を
増
加
さ
せ
る
こ
と

に
加
え
て
、
否
定
的
感
情
（
沈
ん
だ
、
心

苦
し
い
な
ど
）
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
運

動
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
い
っ
た
有
酸
素
性

の
一
過
性
運
動
が
、
感
情
の
変
化
を
媒
介

と
し
て
精
神
的
健
康
状
態
を
改
善
す
る
可

能
性
を
示
し
て
お
り
、
実
施
の
容
易
さ
と

相
ま
っ
て
、
さ
ら
な
る
普
及
啓
発
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　

有
酸
素
運
動
を
用
い
た
中
等
度
強
度
の

一
過
性
運
動
が
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
及

ぼ
す
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
効
果
は
、
生
理
的
指

標
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、

心
臓
血
管
反
応
（
た
と
え
ば
心
拍
数
や
血

圧
）
は
、
①
連
続
し
て
測
定
で
き
、
②
測

定
お
よ
び
分
析
の
コ
ス
ト
が
低
い
こ
と
か

ら
、
運
動
を
用
い
た
研
究
に
お
い
て
も
多

く
の
報
告
が
あ
る
。
し
か
し
、
従
来
の
一

過
性
の
有
酸
素
運
動
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

に
及
ぼ
す
影
響
に
注
目
し
た
研
究
で
は
、

質
問
紙
を
用
い
て
心
理
的
変
化
に
注
目
し

た
研
究
か
、
単
に
心
臓
血
管
反
応
の
変
化

を
測
定
し
て
、
間
接
的
に
心
理
的
効
果
に

言
及
し
た
研
究
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
両
側
面
の
動
態
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
も
、
簡
便
な
中
等
度
強

度
の
一
過
性
運
動
が
、
心
理
お
よ
び
生
理

的
反
応
に
及
ぼ
す
効
果
を
時
系
列
的
、
さ

ら
に
は
両
反
応
の
関
係
性
に
つ
い
て
包
括

的
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
い
え
る
。

　

そ
こ
で
本
研
究（「
健
康
心
理
学
研
究
」

第
23
巻
第
１
号
参
照
）
で
は
、
エ
ア
ロ
バ

イ
ク
を
用
い
た
短
時
間
で
一
過
性
の
中
等

度
強
度
の
運
動
が
、
運
動
前
、
運
動
中
、

運
動
終
了
直
後
お
よ
び
運
動
後
（
回
復
過

程
）
の
心
理
的
反
応
（
質
問
紙
）
お
よ
び

心
臓
血
管
反
応
の
時
系
列
的
変
化
に
及
ぼ

す
影
響
、
お
よ
び
両
指
標
か
ら
の
反
応
の

変
化
に
対
す
る
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

被
験
者
（
男
性
10
名
、
女
性
10
名
、
平

均
年
齢
21
・
40
±
１
・
30
歳
）
は
、
実
験

期
間
を
通
し
て
連
続
的
に
心
臓
血
管
反
応

〔
収
縮
期
血
圧
（
最
大
血
圧
）、
拡
張
期
血

圧
（
最
小
血
圧
）、
心
拍
数
、
心
拍
出
量
、

全
末
梢
抵
抗
、
圧
反
射
感
度
（
副
交
感
神

経
活
動
）〕
を
計
測
で
き
る
生
理
指
標
測

定
装
置
を
左
手
に
取
り
付
け
ら
れ
、
安
静

状
態
を
３
分
間
計
測
し
、
運
動
を
９
分
間

行
っ
た
。
運
動
後
は
回
復
過
程
を
15
分
間

計
測
し
た
。

　

な
お
、
血
圧
は
心
拍
出
量
と
全
末
梢
抵

抗
と
の
積
で
表
す
こ
と
が
で
き
、
具
体
的

に
は
、
⑴
心
拍
出
量
（
心
室
か
ら
拍
出
さ

れ
る
血
液
量
）、
⑵
動
脈
か
ら
流
れ
込
む

部
分
の
全
末
梢
抵
抗
、
⑶
循
環
す
る
血
液

量
の
３
つ
の
要
因
か
ら
決
定
さ
れ
て
い
る
。

心
理
指
標
は
、
運
動
前
、
運
動
中
（
実
験

開
始
か
ら
８
分
後
）、運
動
直
後（
12
分
後
）、

回
復
期
①
（
19
・
５
分
後
）、
回
復
期
②

（
27
分
後
）
に
お
い
て
、
一
過
性
運
動
感

情
評
定
尺
度
（
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ａ
）
を
使
用

し
て
高
揚
感
、
落
ち
着
き
感
お
よ
び
否
定

的
感
情
を
評
価
し
た
。

　

分
析
の
結
果
、
高
揚
感
お
よ
び
否
定
的

感
情
が
運
動
中
に
最
も
増
加
し
、
運
動
直

後
か
ら
回
復
期
に
か
け
て
減
少
し
た
。
一

方
、
落
ち
着
き
感
は
運
動
中
に
最
も
減
少

し
、
運
動
直
後
、
回
復
期
に
か
け
て
増
加

し
た
。
心
拍
、
収
縮
期
血
圧
、
拡
張
期
血

圧
、
心
拍
出
量
が
運
動
中
に
最
も
増
加
し
、

全
末
梢
抵
抗
は
最
も
減
少
し
た
。
副
交
感

神
経
活
動
の
指
標
で
あ
る
圧
反
射
感
度
に

関
し
て
は
、
運
動
中
に
最
も
減
少
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
心
理
的
反
応
お
よ
び
心
臓
血

管
反
応
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
運
動
時
特
有
の

時
系
列
的
変
化
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

運
動
中
か
ら
回
復
期
に
お
け
る
高
揚
感
の

変
化
と
収
縮
期
血
圧
、
拡
張
期
血
圧
、
全

末
梢
抵
抗
の
変
化
と
の
関
係
性
か
ら
、
一

過
性
運
動
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
高
揚

感
を
よ
り
伴
う
ほ
う
が
血
圧
の
急
激
な
上

昇
を
防
ぎ
、
よ
り
安
全
に
運
動
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

運
動
中
か
ら
回
復
期
に
お
け
る
落
ち
着

き
感
の
変
化
と
全
末
梢
抵
抗
、
心
拍
出
量

の
変
化
と
の
間
に
も
関
係
性
が
あ
り
、
こ

れ
は
運
動
に
伴
い
、
心
理
的
反
応
お
よ
び

心
臓
血
管
反
応
の
双
方
が
時
系
列
的
に
、

運
動
時
特
有
の
反
応
を
示
す
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
本
研
究
の
結
果
か
ら
、
中

等
度
強
度
の
運
動
の
有
用
性
、
お
よ
び
同

運
動
の
実
行
に
あ
た
り
、
心
理
的
指
標
の

変
化
の
動
態
に
基
づ
い
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
必
要
性
が
示
さ
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
研
究
の
被
験
者
に

は
運
動
後
の
回
復
期
の
間
、
エ
ア
ロ
バ
イ

ク
の
上
に
座
り
続
け
る
こ
と
を
要
求
し
た
。

よ
っ
て
、
落
ち
着
き
感
と
圧
反
射
感
度
と

の
関
係
性
が
表
れ
に
く
か
っ
た
要
因
と
し

て
、
回
復
期
に
お
け
る
臀
部
を
中
心
と
す

る
不
快
感
が
負
担
と
な
っ
て
い
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
の
研
究
に
お
い
て
は
、
運
動
後
の

回
復
過
程
に
お
け
る
姿
勢
の
負
担
や
環
境

設
定
な
ど
に
も
注
目
し
、
回
復
期
の
心
理

的
反
応
と
心
臓
血
管
反
応
の
関
係
性
も
検

討
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
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